
市 議 会 だ よ り第２０１号 2012年（平成24年）5月12日 （２）

災

害

時

の

避

難

対

策

問　

報
道
で
首
都
直
下
型
な
ど
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
地

震
が
４
年
以
内
に
70
％
の
確
率

で
発
生
す
る
と
あ
っ
た
。

　

施
政
方
針
の
重
点
施
策
に
は
、

「
橋
は
災
害
時
の
避
難
路
と
し

て
重
要
な
道
路
施
設
で
あ
る
。

震
災
後
に
お
け
る
救
助
活
動
な

ど
の
行
動
に
は
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
整
備
を
国
、
県
に
要
望
す

る
」
と
あ
る
。

　

田
尻
２
、
３
、
５
丁
目
、
高

谷
２
丁
目
の
住
民
は
、
災
害
時

に
ど
こ
に
避
難
す
る
に
も
高
谷

川
に
よ
っ
て
避
難
経
路
が
遮
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
橋
の

設
置
を
以
前
か
ら
望
ん
で
い
る
。

橋
の
新
設
計
画
の
進
捗
状
況
と

完
成
ま
で
の
見
通
し
に
つ
い
て

問
う
。

答　

橋
の
新
設
計
画
は
、
高
谷

川
を
管
理
す
る
県
と
平
成
23
年

度
か
ら
協
議
を
開
始
す
る
と
共

に
、
現
況
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
県
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
橋

の
設
置
場
所
の
選
定
、
橋
を
受

け
る
側
の
国
が
管
理
す
る
堤
防

の
構
造
と
道
路
の
ア
ク
セ
ス
、

技
術
的
な
問
題
に
つ
き
国
や
県

と
協
議
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
津
波
の
被
害
想
定
を

県
が
近
々
発
表
す
る
が
、
そ
の

想
定
結
果
に
よ
っ
て
は
、
避
難

場
所
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
地
域

の
避
難
場
所
を
含
め
、
地
域
防

災
計
画
の
全
体
的
な
見
直
し
を

検
討
し
た
う
え
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
住
民
に
橋
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
の
方
向
性
を
示
し
、

課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

人

口

減

少

に
よ
る
減
収

問　

施
政
方
針
に
、
人
口
減
少

を
始
め
、
市
川
市
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

る
と
あ
る
。
人
口
の
減
少
は
、

個
人
市
民
税
等
の
歳
入
の
減
少

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
を
補
完
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

及
ぼ
す
と
予
測
す
る
が
、
今
後

３
年
間
の
中
期
財
政
見
通
し
で

は
、
人
口
減
少
よ
り
も
、
景
気

や
税
制
改
正
が
大
き
く
影
響
す

る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
も

人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
市
税
や
使
用
料
等

の
歳
入
の
減
収
額
は
算
定
し
て

い
な
い
。

　

し
か
し
、
今
後
の
社
会
状
況

を
勘
案
す
る
と
、
急
激
な
高
齢

化
の
影
響
等
か
ら
、
社
会
保
障

費
な
ど
は
年
々
増
大
し
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
国
の
具
体

的
な
施
策
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
対
応
策
を
図
っ
て
い
く
。

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
要
介
護

状
態
・
経
費
・
人
員
体
制
等
を

検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

検
証
検
討
委
員
会
で
、
時
間
帯

別
の
訪
問
回
数
、
活
動
時
間
や

訪
問
に
要
す
る
移
動
時
間
、
活

動
内
容
を
検
証
し
て
い
る
。
導

入
時
期
に
つ
い
て
は
、
23
年
度

末
ま
で
に
示
さ
れ
る
予
定
の
厚

生
労
働
省
が
定
め
る
人
員
・
設

備
・
運
営
基
準
等
の
省
令
の
公

布
後
、
早
期
に
事
業
開
始
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

東

京

外

郭

環

状

道

路

問　

外
環
道
路
に
つ
い
て
は
、

住
民
が
求
め
た
環
境
影
響
評
価

に
関
す
る
調
停
の
中
で
、
県
公

害
審
査
会
は
調
停
案
の
受
諾
勧

告
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表

し
た
。
こ
の
調
停
案
に
対
し
て
、

申
請
し
た
住
民
か
ら
は
、
受
諾

の
意
向
が
示
さ
れ
た
が
、
被
申

請
人
の
国
等
の
事
業
者
側
は
、

こ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
の

受
諾
勧
告
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
用
地
取
得
に
つ

い
て
は
、
住
民
と
の
話
し
合
い

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

外
環
道
路
の
環
境
対
策
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
が
調
停
委

員
会
の
調
停
案
に
対
し
、
受
諾

で
き
な
い
旨
を
回
答
し
、
別
途
、

環
境
予
測
等
を
実
施
す
る
旨
を

公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市

は
事
業
者
に
対
し
て
、
住
民
の

不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、
最

大
限
努
力
す
る
よ
う
要
望
し
て

お
り
、
今
後
も
、
適
切
な
対
応

を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
用
地

取
得
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が

27
年
度
の
全
線
供
用
に
向
け
て

土
地
収
用
法
に
基
づ
く
手
続
き

を
進
め
て
い
る
が
、
並
行
し
て
、

任
意
取
得
に
向
け
て
、
今
後
も

努
力
を
続
け
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
。

ま
た
、
本
市
は
国
の
特
別
重
点

調
査
地
域
の
指
定
対
象
で
は
な

い
が
、
市
の
放
射
線
量
低
減
の

基
本
方
針
に
基
づ
い
た
低
減
策

を
進
め
て
お
り
、
内
部
被
曝
に

関
す
る
対
策
費
用
等
も
含
め
て

予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

介

護

保

険

問　

介
護
保
険
料
は
、
平
成
24

年
度
に
見
直
し
が
な
さ
れ
、
第

１
段
階
か
ら
第
17
段
階
の
全
て

で
保
険
料
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
の
低

所
得
者
に
は
配
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
24
時
間
対
応

の
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
国
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
検
証
や
サ
ー

ビ
ス
導
入
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

答　

低
所
得
者
へ
の
対
応
と
し

て
は
、
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
ま
で
の
保
険
料
の
負
担
割
合

は
、
今
回
の
見
直
し
で
引
き
下

げ
を
実
施
し
て
お
り
、
減
免
制

度
も
こ
れ
ま
で
通
り
実
施
し
て

い
く
。
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
に

高谷川と江戸川土手

　市川市議会では、毎年２月定例会で会派の代表が会派独自の立場から質疑をする代表質疑を行っ

ています。代表質疑の対象は、市長の施政方針と新年度予算の内容及びこれに関連する条例案で、

質疑時間は、会派の均等割り時間 60 分に所属議員数× 15 分を加えた時間（３人に満たない会派

は議員１人につき 20 分）です。この中から会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

空間放射線量の測定

日

本

共

産

党

金
子　

貞
作　
　

髙
坂　
　

進

清
水
み
な
子　
　

桜
井　

雅
人

谷
藤　

利
子

放
射
能
対
策

問　

放
射
能
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
女
性
団
体
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、
内
部
被

曝
や
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
放

射
能
の
影
響
が
大
変
心
配
さ
れ

て
い
る
。
他
市
で
は
、
通
学
路

等
も
独
自
に
除
染
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
本
市
は
行
わ
な
い

の
か
。
ま
た
、
本
市
の
放
射
能

対
策
費
の
平
成
24
年
度
予
算
額

は
、
約
６
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

少
な
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

他
市
の
中
に
は
、
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
等
に
よ
り
放
射
線
量

が
高
く
な
っ
て
い
る
場
所
も
あ

る
が
、
本
市
は
、
ほ
と
ん
ど
の

場
所
が
国
の
基
準
値
以
下
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
面

的
な
除
染
の
必
要
性
は
な
い
も

の
と
判
断
し
て
い
る
が
、
24
年

度
は
、
子
ど
も
た
ち
が
長
時
間

過
ご
す
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
に
つ
い
て
、
国
の
基
準

値
よ
り
も
低
い
毎
時
０
・
19
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
を
目

指
し
低
減
対
策
を
進
め
て
い
く
。

自

由

民

主

党

か
い
づ　

勉　
　

佐
藤　

幸
則

宮
田
か
つ
み

震

災

対

策

問　

本
市
は
、
震
災
対
策
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
助
成
、
耐
震
改
修
に
伴

う
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
へ
の

助
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
申
請
実
績
は
あ
ま
り
伸

び
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
耐
震
化
の
促
進
を
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
住
宅
防
災
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
は
新
た
に
創
設
さ
れ
た

制
度
だ
が
、
周
知
や
相
談
体
制

は
十
分
な
の
か
。

答　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
耐
震
関
係
の
相
談
、
耐

　

ま
た
、
昨
今
の
不
景
気
で
市

民
の
収
入
が
減
少
す
れ
ば
、
年

金
、
介
護
、
医
療
、
税
等
、
個

人
負
担
が
重
く
な
る
と
危
惧
す

る
が
、
現
状
を
打
破
す
る
た
め

の
施
策
を
問
う
。

答　

人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
も
た
ら
す
人
口
構
造
の
変

化
は
、
行
財
政
運
営
に
お
い
て

多
く
の
影
響
を
与
え
る
。

　

そ
の
中
で
多
様
な
変
化
に
対

応
す
る
に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
見
定
め
る
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
行
財
政
改
革
の

着
実
な
実
行
が
必
要
と
考
え
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
税
収
減
は
、

将
来
的
に
歳
入
全
般
に
影
響
を

代
表
質
疑

震
診
断
の
実
施
件
数
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
善
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
無
料
耐
震
相
談
会
や
講
演
会

等
の
啓
発
活
動
、
耐
震
改
修
助

成
制
度
に
よ
る
支
援
等
を
総
合

的
に
実
施
し
、
耐
震
化
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
住
宅

防
災
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

制
度
創
設
以
降
、
広
報
紙
や
市

民
ま
つ
り
等
で
の
周
知
、
自
治

会
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
相
談
体
制
は
、

耐
震
診
断
士
に
よ
る
相
談
窓
口

を
月
に
４
回
開
催
し
、
個
別
の

事
情
に
応
じ
た
相
談
を
し
て
い

る
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
制
度

や
相
談
窓
口
の
周
知
を
行
い
、

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。


